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活動エリア

住宅確保要配慮者の一人暮らし実現を支援するachieveの職員一同

一人暮らし体験用の居室と
して、JR線と市営地下鉄2
線が交差する大曽根駅にあ
るマンスリーマンションの
1室を、4カ月間借り上げた

年度の前半には事業内容を
説明したパンフレットを作
成し、関連機関に送付した

一般社団法人 achieve
愛知県名古屋市

住宅確保要配慮者（住宅困窮者）の
一人暮らし体験を支援するサブリース活動

住まい活動助成

団体設立経緯
　心理・福祉の専門職であり、非
行少年や障がい児・障がい者の生
活、就労、家族支援に長年にわ
たり携わってきた各役職員が、そ
の専門性を活かし誰もがやりたい
ことにチャレンジできる団体を目
指し、2022年1月に一般社団法人
a
ア チ ー ブ
chieveを設立しました。同年3月
に愛知県の居住支援法人指定を受
け、単身生活を目指す住宅確保要
配慮者（以下、当事者）からの相談
対応や見守り支援を始めました。同

時に単身生活をする前の支援とし
て、本サブリース活動を始めました。
 
活動概要と活動対象範囲
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　体験前には当事者や支援関係
機関と面談を行い、体験前後の心
理検査や体験後の振り返り、その
後の生活・就労等支援に向けた相
談業務も実施しました。当時者と
共に、単身生活に向けた準備を段
階的に重ね、一人ひとりに適した
支援を実施� �̀z�p�Ä	��w�f�w�™�w
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動対象範囲は、愛知県名古屋市内
とし、関連機関に活動を周知し、
希望者を募集しました。

活動に至った理由や背景
　これまで非行少年や障がい者に
対する支援に携わってきた中で、
当事者が一人暮らしを実現するこ
とのハードルの高さを痛感してきま
した。当事者にとっては、事前段
階では具体的なイメージが掴みに
くく、実際に生活を始めてみると、
想像以上の孤独感に襲われること
も多いようです。生活スキルの未
熟さも相まって安定した生活の継
続が難しく、一人暮らしを断念す
るケースを多く見てきました。
　この事業では、本格的な一人暮
らしを開始する前に疑似体験を通じ
て、当事者・支援者の漠然とした不
安や、当事者本人が抱える課題を
明確にすることを目指します。そして、
その後の一人暮らしをより円滑に進
めていけるよう、寄り添った支援を
実践していきたいと考えました。

活動内容と成果
●サブリース物件確保のための情
報収集（2022年4月）
　活動に先立ち、名古屋市住宅確
保要配慮者居住支援協議会へ入
会しました。また実際にサブリース
事業を手掛ける居住支援法人を訪
問、見学し、当活動に対する助言
をいただきました。
●他居住支援法人、その他関係
機関、不動産会社への協力依頼（4
月～）
　一人暮らし体験事業の周知と、
当事業条件に合致する物件の探し
方について他機関と相談しました。
その際、他の居住支援法人より不
動産会社を紹介していただき、サ
ブリース物件の探し方への助言と、
今後の協力を依頼しました。
　物件の場所について、当初は名
古屋市守山区周辺を検討していま
したが、名古屋市内及び近郊から
のアクセスの良い物件はどうかと
の提案をいただき、範囲を広げて
再検討しました。
●相談窓口「ももさく」開設と事業
活動の情報発信（4月～ 9月）

　相談窓口と公式LINEを開設し、
活動の周知及び相談窓口の整備を
行いました。また、当活動のパン
フレットを作成し、各関係機関や
不動産会社などへ活動案内を送付
しました。
●サブリース物件の確保・契約（9
月～ 23年1月）
　短期間のサブリース契約かつ約
2週間毎の入居者入れ替わりが可
能であることを条件に、物件を探
しました。予想通り物件探しは難
航し、通常の賃貸契約物件では条
件に合致しなかったため、マンス
リーマンションの1室を確保するこ
とにしました。
　スーパーや薬局といった近隣の
資源の有無や、女性でも安心して
住めるかなどを勘案し、JR中央線・
名古屋市営地下鉄大曽根駅から徒
歩6分の物件を4カ月間契約しまし
た。多方面からのアクセスのしやす
さで、幅広い希望者に体験してい
ただけることを期待しました。
●相談業務で使用する各シートや
心理検査用紙の準備（9月～）
　「一人暮らし体験が何となく終了


